
平成30年度　課の事業一覧

組
織
名

重
点
項
目

1,660,139 千円 課長 2 人

1,660,916 千円 係長 4 人

-777 千円 職員 8 人

1 1,305,390 1,303,384 -2,006

2 2,727 2,700 -27

3 ○ 6,500 6,500

4 ○ 8,000 -8,000

5 6,420 6,777 357

6 14,470 14,565 95

7 162 689 527

8 239,400 239,400 0

9 15,916 16,350 434

10 2,689 5,635 2,946

市議会事務局　総務課
①議会広報の充実強化（市民への説明責任を果たす）
②議員・議会活動の支援体制の充実強化

課
長
名

相良　明夫
コ
ス
ト
事業費

平成30年度当初予算額（Ａ）

人件費

目安の金額

平成29年度当初予算額（Ｂ）
123,000 千円

増減額（Ａ－Ｂ）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

No. 主要 新規 廃止 事業名 事業概要

議会職員費 市議会議員報酬及び市議会事務局職員費に係る給与等

政務活動費収支報告書
等審査事業

政務活動費の収支報告書の公開に当たり、領収書等の審査や
公開資料の作成・整理等の補助業務を行う嘱託職員・臨時職員
を雇用するもの。

平成30年度
当初予算額
（千円）

議員登退庁システム設備
更新事業

経年劣化により頻繁に不具合が発生するため、設備を更新する
もの。

会派事務委託費交付金
北九州市議会の各会派（所属議員５人以上）が雇用する会派事
務委託員の賃金等について、補助金を交付するもの。

当番市開催経費
福岡県の市議会との情報交換を行い、もって各市議会の活動
に資するため、福岡県北部市議会議長・副議長会議等を開催
するもの。

議会運営費(義務)※会議
出席費用弁償

―

　福岡県市議会議長会（春開催分）の定例会開催当番市として、会場、会議資料、案内状
等の準備を行う。（前回、本市の開催は平成１６年度）

政務活動費交付金
議員の調査研究その他の活動に資するため、各会派に政務活
動費を交付するもの。
　350,000円×57名×12月＝239,400,000円（年額）

―

市議会広報（法令）＊市
議会中継

市議会（本会議、議会報告会及び予算・決算特別委員会（市長
質疑））の中継業務を委託するもの。
ケーブルテレビ・インターネットによる中継

姉妹・友好都市及び日中
友好北九州市議会議員
連盟補助金

議会レベルでの姉妹･友好都市及び韓国・仁川広域市等との交
流に資するため、各議員連盟に補助金を交付するもの。

　現在、インターネット中継はパソコンからのみ視聴可能であるが、スマートフォンでも視聴
できるようにする。また、スマートフォン対応に伴うアクセス数の増加を見込んで、その後も
快適な視聴環境を確保するため、対応可能な回線数を１００回線から２００回線に増やす。

　平成30年度は、第１７次訪中団による大連市訪問を行う（４年に１度）。また、仁川広域市
から代表団の受け入れを行う（２年に１度）。

当初予算の
増減額
（千円）

平成29年度
当初予算額
（千円）

―
条例改正により、会議出席議員に対し、弁償費用を支給するも
の。

＜新＞洋上風力先進都
市視察事業

響灘ウインドファームの着実な実施のために、「響灘エネルギー
産業拠点化推進期成会」が行う先進都市視察ミッションに、今
後の適切な議案審議等に資するため、市議会として参加するも
の。

　世界最先端の洋上風力発電に関する基地港湾を擁すドイツ・ブレーマーハーフェンに赴
き、洋上風力の展開に必要な各種オペレーションや港湾インフラを視察するとともに、関係
機関との意見交換を通して、響灘地区が総合拠点として成長するために不可欠な事項につ
いて多角的に学ぶ。

―

例年と同様の手法で実施する。

―
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H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

No. 主要 新規 廃止 事業名 事業概要
平成30年度
当初予算額
（千円）

当初予算の
増減額
（千円）

平成29年度
当初予算額
（千円）

11 1,480 1,396 -84

12 53 65 12

13 11,000 11,193 193

14 2,000 2,000 0

15 4,000 4,000 0

16 14,562 14,106 -456

17 32,647 31,379 -1,268

本市行政に役立つ先進事例を視察し、あわせて議員の調査研
究活動の一助とするもの。

―

議連関係調査費
各議員連盟が行う国及び国会議員等への陳情並びに協議等に
要する経費。

事務局運営費 事務局運営に関する管理運営経費

研究集会（地域改善） 人権研修の参加に要する経費。

例年と同様の手法で実施する。

―

―

議会運営費（法令）＊会
議録作成経費、各種負担
金等

議会の会議録の作成、各種議長会への参画に要する経費等を
負担するもの。

海外視察 例年と同様の手法で実施する。

議会運営費 議会運営に関する管理運営経費 ―

議会交際費 議会として必要な交際費を執行するもの。 例年と同様の手法で実施する。
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平成30年度　課の事業一覧

組
織
名

重
点
項
目

1,000 千円 課長 1 人

0 千円 係長 7 人

1,000 千円 職員 2 人

1 ○ 1,000 1,000

市議会事務局　議事課 ・市民に広く開かれた議会の実現（議会の審議内容や議会活動に関する情報の提供）

課
長
名

中畑　和則
コ
ス
ト
事業費

平成30年度当初予算額（Ａ）

人件費

目安の金額

平成29年度当初予算額（Ｂ）

増減額（Ａ－Ｂ）

No. 主要 新規 廃止 事業名 事業概要
平成29年度
当初予算額
（千円）

平成30年度
当初予算額
（千円）

当初予算の
増減額
（千円）

96,500 千円

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

＜新＞議事録作成支援
音声認識ASPサービスの
利用

常任委員会や特別委員会の議事録について、音声認識サービ
スを用いて全文記録を作成するもの。

　議会改革協議会において、常任委員会及び特別委員会（市長質疑を除く）の議事録につ
いて全文記録を公開する方針が決定されたため、音声認識システムを導入し、効率的かつ
迅速に報告書案を作成し、記録等を速やかに公開できるようにする。
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平成30年度　課の事業一覧

組
織
名

重
点
項
目

24,833 千円 課長 1 人

27,677 千円 係長 3 人

-2,844 千円 職員 3 人

1 5,646 5,610 -36

2 826 826 0

3 11,479 9,900 -1,579

4 380 380 0

5 9,346 8,117 -1,229

目安の金額

平成29年度当初予算額（Ｂ）
64,000 千円

増減額（Ａ－Ｂ）

課
長
名

木原　久司

市議会図書室蔵書整備
市議会議員の市政その他の調査研究に資するため、市議会図
書室の蔵書整備を図るもの。

市議会政策立案支援事
業

議員の政策立案に資する講演を行い、議員の政策立案能力の
向上を図るもの。

No. 主要 新規

海外視察

市議会事務局　政策調査課

本市行政に役立つ先進事例を視察し、あわせて議員の調査研
究活動の一助とするもの。

調査研究支援事業
決算・予算審議にあたって、議員の議案研究資料を作成・配付
する。

廃止 事業名 事業概要

人件費

市議会広報
市議会だよりの編集（テープ起こし、紙面レイアウトの考案な
ど）、印刷及び配送に係る業務を民間業者に委託するもの。

①議会の調査、政策立案支援機能の一層の充実強化
②議員の議案研究の支援

コ
ス
ト
事業費

平成30年度当初予算額（Ａ）

　議員の調査研究に役立ち、図書室の利用が高まるよう、ソフト面を中心にさらに整備と図
る。

　議会活動にうまくリンクさせることで具体的な政策立案に結び付けていく。

　例年と同様の手法で実施する。

　引き続き議案研究に必要な情報の精査に努め、議員の議案研究の支援を行う。

　引き続き編集業務の一部と配送業務を民間業者に委託する。

平成30年度
当初予算額
（千円）

平成29年度
当初予算額
（千円）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

当初予算の
増減額
（千円）
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